








































































･河上婦志子 ･他 ｢生徒の学び ･学生の学び一
中大連携の試み-｣神奈川大学教職課程研究
室 『神奈川大学 心理 ･教育研究論集』第
26号,2007.3,pp.83-98





















































































大学教職課程研究室 『神奈川大学 心理 ･教
育研究論集』第29号,2010.3,pp.89-98
･大西勝也 ｢学校の現状｣神奈川大学教職課程




学 心理 ･教育研究論集』第 29号,2010.3,
pp.107-120
･岩揮啓子 ｢現場の教員を支援する-教員免許






















































































1.校長 2.教頭 3.副校長 4.主幹 5.統括教諭






不足している 不足している 不足している 十分ある
1 教科に関する専門知識 1 2 3 4
2 教材研究力 1 2 3 4
3 -枚的教養 1 2 3 4
4 社会人としての常識 1 2 3 4
5 教員同士の人間関係づ くり 1 2 3 4
6 保護者とのコミュニケーション力 1 2 3 4
7 生徒理解 1 2 3 4
8 教育者としての使命感 1 2 3 4
9 学級経営力 1 2 3 4
10 部活指導 1 2 3 4
11 事務処理能力 1 2 3 4
間3 教職についてから行なってきた研修 .研究や学習は,自分の能力形成にどの程度役立ちましたかo
大いに 少し 参加
役立った 役立った 役立った 役立っていない していない
1 初任者研修 1 2 3 4 5
2 経年研修 1 2 3 4 5
3 教委による課題別研修 1 2 3 4 5
4 教科別研修 .研究 1 2 3 4 5
5 校内研修 1 2 3 4 5
6 組合研修 1 2 3 4 5
7 民間研究会-の参加 1 2 3 4 5
8 同僚との自主学習 1 2 3 4 5
9 先輩から学んだこと 1 2 3 4 5




受けたい 受けたい 受けたくない 受けたくない
1 教科の専門内容 1 2 3 4
2 教科の指導技術 1 2 3 4
3 ⅠT活用法 1 2 3 4
4 カウンセリング 1 2 3 4
5 軽度発達障害 (LD,ADHD, 1 2 3 4
アスベルガーなど)
6 生徒指導 1 2 3 4
7 保護者との関係づくり 1 2 3 4
8 学級経営 1 2 3 4
9 学校の管理運営 1 2 3 4
10 その他 (間5 次のような方法の研修があれば,どの程度参加したいと思いますかo )
ぜひ あまり
参加 したい 参加 したい 参加 したくない 参加 したくない
1 実践事例の検討 1 2 3 4
2 ワークショップ 1 2 3 4
(ロールプレイなど)
3 専門家の講演 1 2 3 4
4 デ ィベー ト 1 2 3 4
5 ⅠTを使った研修 1 2 3 4
6 その他 (間6 研修や研究会へ出席しにくい理由として,次のものはどの程度当てはまりますかo )
大いに あまり まったく
当てはまる 当てはまる 当てはまらない 当てはまらない
1 費用がかかる 1 2 3 4
2 忙しくて時間が取れない 1 2 3 4
3 校務を休んで出張できない 1 2 3 4
4 管理職が認めてくれない 1 2 3 4
5 他の教員への気がねがある 1 2 3 4
6 開催地が遠い 1 2 3 4



















































































表 Ⅰ-1 インタビュイーの勤務校 (学校種)
学校種 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 中学校 .高等学校 計
表 Ⅰ-2 インタビュイーの年齢層
20代 30代 40代 50代 計
男 4 3 9 4 20
女 3 2 3 0 8
注 ･2008年8月時点の年齢を示す｡
(4)現勤務校での役職
校長 ･教頭 ･副校長の管理職 は 12名,主
幹 ･統括教諭 ･主任 ･主事の中間管理職者は
53名,あわせて約 27%が管理職の立場にある｡
なお,質問紙調査の実施過程,分析過程につ
































2008年 8月4日 (月)から8月22日 (金)
までの8日間で実施 した｡午前の部と午後の部
に分け,個別インタビューと集団インタビュー
をセットにした｡個別インタビューは 1時間か
ら1時間30分,集団インタビューは30分程度
で,集団インタビューは,個別インタビューを
実施 したインタビュアーとインタビュイー全員
が集まって行なった｡
個別インタビューは 1名のインタビュイーを
1名のインタビュアーが担当した｡
(4)インタビューの質問項目
インタビューでは主に次の3点について質問
した｡
(ヨインタビュイーが見ている学校の現状,最
近の変化
-13-
② ｢壁｣体験 (困難,危機の体験)の有無と
内容,乗り越えた経験
③研修経験と大学-の期待
なお,インタビュー調査の実施過程,質問内
香,分析方法等については,鈴木そよ子 ･他
｢教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役
割- 2008年度 (第2年次)研究活動報告-｣
(神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大学 心
理 ･教育研究論集』第 28号,2009.3,pp.81-
93)に詳しく述べられている｡
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